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山村振興・環境保全」というシンポが行われた。  

前者では吉野川第十堰の話題がフロアからふら  

れ，「徳島」で行うシンポで河口堰問題に触れ  

ないのはなぜかとの疑問が投げかけられた。一  

方，後者ではダム建設反対の先頭に立つ木頭村  

長を報告者に迎え企画者のスタンスは明確であ  

った（木頭村の特集は『地理』45－3）。いままさ  

に問題になっていることに村し研究者としてど  

う関わるのか？ハーヴェイ（西部均訳）「戦闘  

的個別主義と世界的大望」（現代思想27－13）で  

紹介された話題は，どちらの立場に立つかは別  

にして「自分とは無関係な話」ではない。  

（浅野 敏久）  

へのパースペクティヴ』九州大学出版会）は，建築  

物をめぐる事例研究となっている。風景論を収  

録したゲオルク・ジンメル（川村二郎編訳）『ジ  

ンメル・エッセイ集』（平凡社）やエドマンド・  

バーク（中野好之訳）『崇高と実の観念の起原』  

（みすず書房）は景観研究の基礎文献として嬉し  

い復刊である。また，プラトンからハイデガー  

までの場所論と和辻『風土』も検討した角田幸  

彦『景観哲学をめざし七」】（北樹出版），瀬戸内  

海をめぐる言説を中世から現代まで辿った西田  

正憲『瀬戸内海の発見』（中央公論新社）も挙げ  

ておきたい。この二人の著者が持つ真正な風景  

観には留意しよう。マリオ・プラーツ（白崎容  

子・上村清雄・伊藤博明訳）『ローマ百景』（あり  

な書房）も名高いイタリア批評家の景観論とし  

て貴重である。   

同じくプラーツ（高山宏訳）『ムネモシュネー  

文学と視覚芸術との間の平行現象』（ありな書  

房）は，時間と空間という主題に一章を割いて  

いる。批評分野では，成瀬厚「小説の時空間分  

析」（地理科学54－2）が得られたが，この方向  

性についてはヒリス・ミラー（森田孟訳）『批評  

の地勢図』（法政大学出版局）で補足したい。成  

瀬の小説分析i土物足りなさを感じる場合は，デ  

イヴイド・ハーヴェイ（西部均訳）「戦闘的個人  

主義と世界的大望」（現代思想27－13）を読まれ  

たい。批評家レイモンド・ウィリアムズの小説  

を空間スケールの問題として分析したもので，  

1996年の著作の一章である。『思想』3月号は  

「ポストコロニアリズムと文学」の特集を組ん  

だ。どの論考も興味深いが，なかでも今日まで  

読み継がれている作品に帝国主義意識を読み取  

った，正木恒夫「帝国の中の『ジェーン・エ  

ア」1」（思想897）は非常に地理学的である。加藤  

政洋・神田孝治「旅と周縁の空間」（現代思想  

27－13）はポストコロニアル批評の主要な著者  

の地理的立場を論じたが，記述対象の地理には  

言及がなく残念だ。  

文化地理1980年代後半に英語圏で発表された  

この分野に関わるいくつかの書物が邦訳をみた。  

はじめに挙げるべきはデヴィッド・ハーヴェイ  

（吉原直樹監訳）『ポストモダニティの条件』（青  

木書店）であろう。その全体主義的な世界の理  

解には留保が必要だが，今日の現象をモダニテ  

ィとその後の変容として捉える視点を提供して  

くれる。同書の背景となるハーヴェイの思想に  

ついては，加藤政洋「ポストモダン人文地理学  

とモダニズム的『者β市へのまなざし』」（人地51－  

2）がそのモダニズム的まなざしを指摘してい  

る。マイク・フェザーストン（川崎賢一・小川菓  

子・池田線訳）『消費文化とポストモダニズム』  

（恒星社厚生閣）でもモダンとポストモダンとの  

連続性や相互浸透性，矛盾を論じており，併読  

したい。   

加藤のまなざし論は景観研究としても重要だ  

が，景観・風景論もいくつか発表された。エド  

ワード・レルフ（高野岳彦・神谷浩夫・岩瀬寛之  

訳）隅β市景観の20世紀』（筑摩書房）はモダン  

からポストモダンに至る建築様式や建築思想を  

手際良くまとめたもの。毛利嘉孝「『快適』さ  

と『孤立』－ポストモダン都市としてのキヤナ  

ルシティの一考察」（納富信留・溝口孝司編『空間  

ー34－   
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包括的・体系的に展望した好著である。他の成  

果として，多変量解析を援用した知覚・イメー  

ジ研究も見受けられたが，紙数の都合上割愛し  

たい。   

時間地理学の概念を操作的に扱った武田祐子  

「時空間プリズムを考慮した中継施設の立地・  

配分モデル」（地評72A－11）は，最大移動距離  

を勘案した立地・配分モデルを保育園の最適配  

置に適用している。施設整備計画において，個  

人の活動時間の制約とともに行政の施策のあり  

方への関心は重要であり，宮淳 仁「『地図』  

で考える地域福祉」（地理44－11・12）では，施  

設整備に関する統計データの地図化と計量分析  

を試みている。また，大森宣暁ほか「高度情報  

機器を用いた交通行動データ収集の可能性」  

（都市計画論文集34）では，GPSやPHSを用い  

た個人の行動の詳細な時空間データ取得の実際  

にづいて報告している。   

人口移動の分野では，石川義孝‘Contribu－  

tionofthe demographic factor to the migra－  

tionturnaroundsinJapan，SwedenandCana－  

da’（九新旭血血り紬Ⅷ右オ凡舛血血＝気脚一  

♪九ッ5）が，シフトシェア分析などを用いて人  

口移動の転換期における要因分析と国際比較を  

試みている。樋口洋一郎「空間的相互作用デー  

タのためのオッズ比分解法の開発」（応用地域学  

研究4）では，オッズ比分解による空間的相互  

作用モデルの精微化が図られ，人口移動や電話  

通話量への適用事例（紙数の都合上割愛）が得ら  

れた。また，坂井誠人・奥村 誠「代替性・補  

完性を考慮した業務交通と通信パターンの重力  

モデル」（都市計画論文集34）では，業務活動に  

おける情報交流パターンに競合着地モデルを援  

用している。地域間の交流に交通条件が果たす  

役割は大きいが，藤目節夫「時間・費用距離か  

らみた中四国地域の自動車交通空間の変化」  

（地評72A－4）は，MDSを用いて，中四国地域  

における自動車交通の時間・費用空間の変化を  

高橋誠「ポスト生産主義，農村空間の商品化，  

農村計画」（名古屋大情報文化研究9）が紹介す  

るような，新しい農村研究も自然の問題と関連  

してこの分野の重要な位置を占めよう。   

新しい文化地理の主要なキーワードは，階  

級・ジェンダー・エスニシティであるが，ここ  

ではエスニシティ研究までフォローすることが  

できなかった。ジェンダーに関しては，経験的  

研究は少ないものの，『空間・社会・地理思  

想』4号は再び翻訳の特集を組み，5編の論文  

が紹介された。待望の邦訳をみたジュデイス・  

バトラー（竹村和子訳）『ジェンダー・トラブ  

ル』（青土社）などで，この問題については根本  

的に考えたい。ジェンダーを含む広義の文化地  

理は専門的に進められるというより，どのよう  

な研究でも根本的に問い直すような問題を提起  

している。文化は政治＝ポリティクスと同様に，  

最近の批判的人文地理学の中心課題となるが，  

後者の展開よりも前者が遅れているのは，研究  

にユーモアのセンスが不足しているからではな  

いだろうか。   

最後に，優れた文化地理記述的研究として日  

比野光敏『すしの歴史を訪ねる』（岩波書店）を  

挙げておこう。  （成瀬  厚）  

数理・計量・地理情報『AERA Mook一地理  

学がわかる。」】で取り上げられたトピックスの  

うち，数理・計量・地理情報に縁のある分野は，  

「空間認知」，「時空間の範囲」，「人口移動」，  

「立地論」，「GIS」，「災害研究」など多岐に渡  

る。いずれも各分野の第一人者がそれぞれのフ  

ロンティアを紹介しており，数理・計量的手法  

やGIS利用の有用性がうかがえる。上記の各  

分野に沿って本年度の成果をまとめてみた。   

空間認知の成果としては，若林芳樹『認知地  

図の空間分析』（地入善房）に凝縮されるであろ  

う。認知地図の計量分析から心理学・認知科学  

の理論的枠組みの吸収を図り，認知地図研究を  

一36一－   




